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  フノレーラニェ作ク〃ク壕颪  κえオブノレーヲこエ をボ’ウノレえニノしノZ dζうと‘，  フノレーヲニェζク袋を稚カゾ5出し， π…芦
て移っている．7ルーチェ0袋を手で破ぐと中身が粛ぴ脇してしまラことがあるため，ノけミて袋を取っ
てるらうことにナる 3ばκ仁ぽざみで袋を切って呂らう右うと、＿幽」




















盆】の辺や角を基準として、 r右の奥」 r右の手前」 r左の奥」 r左の手
前」 「手前の真ん中」の5か所に配置するこことした（写真2，その後写  写真2．【大きいお盆】と道具の




 【計量カップのお盆】 （左の奥）， 【コーヒーカップのお盆】 （左の手
前）， 【レードルと泡だて器のお盆】 （右の奥）については， r左の奥」
「左の手前」 「右の奥」といった音声言語に対応する場所にお盆を置くご 写真3．改良後の【大きいお盆】．
とがむずかしく，どこに置いでよいのかが分からずに困惑する様子がみら     縁が高くなり，キャス

























































 そこで，お盆を配置する場所を示す【目印】 （木製の立方体）を導入することとした．すなわち， 【大
きいお盆】の中のお盆を配置すべき場所にSが目印を置き，それをKに探してもらうこととした、そして，
その目印があった位置に，お盆を配置してもらうこととした．目印のある場所は音声言語によって示すが，






































 助．4r2’瀬 0ク城ヲノヒ棚ジ を度ハた蜥を、蟹7ハ雌ヲ』 64ノ
 羊郭を計る壕颪計量カップを探乙でんぱκオきい右盆ノのあちこち仁手を伸ばす しかし，奥まで
は手が届かず左。奥仁ある帰童カツ力の右盆を岩づげられない．3がブ計量カップの右左は炭材に








































































器j才て〆二戻し， 次ζク〆芦業rを進める！べく， 牒台〆二あるλボ’ウノレ〆二手を伊はフ」 ‘頚6ノ．
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